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. 書 .

め コ ー ス -1 と の 対 立 の 問 題 に か か わ っ て ぐ る *す な わ  

ち ，筆者も強調さ，れ る よ う に ， スパルタク，ス帘の構成  

が ， ゲルマン人， ケルト人そしてトラキア人を主力と  

す る 原 始 共 同 体 で の 徂 活 体 験 を 有 し ， これにたいする , 

熱 い 郷 愁 に 燃 え た 人 に よ り 成 っ て い た と す れ ば ，彼ら 

め 祖 国 復 帰 ベ の 願 望 は 何 物 に も ま し て 熾 烈 な も の が あ  

った .は ず で あ り ， た と え 峻 嶮 な ア ル プ ス も ， もし越え 

うべきものならば越えようとして最大の努力を払った  

は ず で あ る6 もしそうでな I 、とすると， 「第 1 の :3 一 

ス J に 対 す る r第 2 の コ ー ろ 」、の優越 他 ，奴精制的な  

支 配 イ デ オ ロ ギ ー に た v > す る 強 力 な ア ン チ .テ ー ゼ が  

崩 れ る こ と と な ら ざ る を え な い 。 そ こ で 筆 者 は /何 が  

こ'こには伏線があり， 地 理 的 条 件 を は じ め ,社 会 経 済  

1的 諸 条 件 が ス パ ル タ ク ス 軍 の ア ル .ブス越えを困難とし , 

そ の 南 下 は * ス パ ル タ ク ス 軍 内 部 に お け る 第 1 < p  ロニ 

ろ と の 対 立 抗 争 を は ら み な が ら ，雄 木 的 に 「第 2 のコ 

、ース j . の 追 求 と 'い う 方 針 の も と に つ づ げ ら れ た の で は .. 

ないかという推測を .も，っ ズ .そ れ か ら 先 を 読 み つ づ け  

た の で あ っ た が ，果 せ る か な ，筆 若 の 予 測 は ，，結論的  

に は 著 者 の そ れ と 大 体 に 和 い て 一 致 す る も の で あ っ fこ。 

し か し 第 3 筇 q この論証の部分は， 冬山を越えること  

の困難さの前に苦悩する古代 の 人 々 の 悲 し み が 絶 望 と  

な つて今 に 聞 え て く る よ う な 響 き を 含 み ， 著 者 Q 迫力 

お る 文 章 は 被 庄 迫 民 族 の 立 場 か ら ， この歴史的な悲刺  

を 追 跡 し て い る の は 印 象 的 で あ り 、 本 書 0 歴 史 書 ど し  

て の 意 義 が ， 文学的関心に:よって— 層 深 め られている 

感 じ を 与 え ら れ て い る .と い え よ う ン .

「第2 のコース丄を追求するとV、う越本的方針の確 

立は，アルプスM えの困難という状況のもとで, 南卞 : 

してシチリア岛への脱出そして海路による淨周という 

侧いとなり， スパルタクス軍の首都ロ r マへの接近 

元老院を支性とする太マの政局に簞大な彭響奄あ 

たえ，政局はローマの防衛とならんで》シチリア島渡: 
航阻止をめぐって激化せざるをえない梅力_ 争となり。 

W 代ロ一 マ共和国は, やがて三頭政治を，て帝制への 

途を開くことになるのであるが,第.4幸は，この含わめ 

て複雑な問題に'^いズ詳細な分析を訊みている。ここ 

では，丨⑴題の雋点ともいうべき前、ンチリア総督ゥエル 

レースに対する熟判を中心にして,,深ま9ゆくスパル 

タクス啡の脅威に対して元老院とスパルタクス坪:との 

尊亊的かけひき- 講和条約, ポチh聯争以来のローマ 

ヴ:>都坩0 家から世界帝闽への転化にともなう奴隸制P  

急速な発肢と厲州支配の問題を中心とするゥパレレー 

スの徹政的な搾取と収部，とれに抵抗して数次にわた

 1 L

る 汉 钆 を ひ き お こ し た 、ソチリァ奴隸の不穏な状勢， し 

か も 苗 都 ロ 一 マ に と っ て 逍 要 な 食 糧 供 給 輝 と し て C D シ 

チリアの地位を保全し， スパルタクス祺の.脅威からこ 

れ を 守 ろ う と す る 元 老 院 の 巧 妙 な 政 策 は ,一 方 に お い  

てスパルタクス 'と.の み せ か け の 講 和 を お .しすす ^5 る .と. 

ともに， 他 方 に お い て ゥ ェ ル レ ー X をして海賊とスパ 

ル タ ク ス 取 と の 同盟を絶ちきらせ， そ の シ ^1リア渡航 

を不可能とするための海賊の買収に特徴的にあらわれ  

た の で あ っ た 。. 一方， ロー々の権力構造には > 元老院 

議 員 の な か で の ：A ： 土 地所有若に対して平尻および無産  

市 ] ^ の 不 満 が激化し . と く に 「恥 ず べ き 」奴 隸 と G 諧 

和に寅 任 を 負 う 元 老 院 に 対 す る 非 難 が は げ し く な り ， 

と:..り,わけポ .レ,ぺウスお .よ.び ク .ラ, ツス.ス.の ソ .ス ）レ.への 

非 合 法 な 選 出 に よ っ て 不 利 ?i 立 場 に 追 v 、込まれた元老  

暌 は ， その権力を維持 す る た め に ， ゥ上ルレ，スのス 

パルタクス蜂起敏チドやローマ T i r r c のための食湿確保の  

貢 献 に も か か わ ら ず ， これを処刑するごとによってそ  

の 権刃の維持をはかるというようにまことに複雑な階  

級 状 況 を 呈 す る 。. 著 者 は ,こ の 间 の 非 常 に 錯 綠 し た ぎ  

す择をきわめて明快に .L L 勹 論 理 的 に 整 现 し て お り ， スバ 

ル タ ク ス 反 乱 の 歴 史 的 役 割 を 論 じ た 第 5 章 と と も に ，

木 書 に お け る も っ と も 迫 力 あ る 部 分 を な し て い る 。 以 

上におレ、て, この労作の主破な開題につ V 、てふれたの . 

であるが， もとよりこの大荖の内容の意味するところ  

を .こ の よ う な 短 い 紹 介 で 仗 す こ と が で き な い こ と は  

もちろんである。 ただ， 門 外 漠 に す ぎ な い 筆 若 が ， こ 

れ ら の 問 題 に つ い て 考 え る と す れ ば ， つぎのような点  

に つ い て 恋 干 の 疑 問 を 感 ず る 。 ’

啓 渚 の 「ス パ ル タ ク ス 反 齓 論 」 における龙本的な姿  

勢 は ，現爽の突践的な要求から出発してロ一々社会の  

研 究 に 沈 潜 し ， そこにおける奴隸蜂起の中に現代の社  

会 主義通動の問題を把握しようとすることであるかの  

ようである。 じか し 本 截 を J ; んでいて感ずることは，

C の 古 代 に お け る 人 K の 悲 劇 的 な 關 争 を 趵 接 的 に 現  

代 め 問 題 に 結 び つ け よ う と す る 態 度 が あ ま り も 濃 淳  

であ’るとはいえないであろうか。 もちろんそのよ,うな 

鼙 勢 そ の も の は 充 分 に 納 得 で き る の で あ る が ， たとえ 

ば ， このスパルタクス軍の關争を中国本命史上有名な  

長征 と 比 較 し , その 雨 者 の 類 i以点と相興点とを分析し 

でい 、る令、、雄 者 は 许 代 社 会 に お け 名 h i 然発生的な奴隸  

の 蜂 起 を 直 接 無 媒 介 に 帝 _ 主義段階に和ける圾族射放  

的) ♦ や 社 会 生 餞 革 命 運 励 と 比 較 す る こ と に は ， 非常に 

慎 茁 な 態 度 を 贺 す る と 姒 う 。 著渚ものべておられるよ 

うに涔観的条件が金く興なるのみならず，主体的条件

~-.ぐ:■■丨- 60 (412)
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に お い て も 古 代 の 奴 隸 と 近 代 的 な プ 0 レタリアートと 

では， むしろ質 的 に 異 な る も の が あ る か ら で あ る 。.も 

しこの両者を比較する t tらば，著 者 は ほ と し どふれて 

ぃなぃけれども， かの宗教改革と相前後して爆発した  

ドイツ農民戦命に当然ふれるべきであった。奴隸身分  

が ら の 解 放 は *こ う し た 對 連 性 に 対 す る 闘 い を 媒 介 に  

してはじめて現代の問 M につながりうるのではなかろ  

うか。 つ ぎ に ,これは全く素朴な興 •問であるが， 古代の 

奴隸たちの _ 争は， 「当 時 の 客 観 的 鋒 件 の も と で は 敗  

れ る べ ぐ し て 敗 れ た め で あ 4 た j が （39頌 )，このスパ 

ルタクスの反乱が，悠 久 な 人類の歴史に和いてどのよ  

うな意義を担ったかとぃう問題セある : 著者も指摘さ  

れるように， そ の き わ め て 直 接 的 な 結 來 は ,奴 隸 制 的  

な社会構成体の菡礎を掘りくずし，奴隸制社会を変質  

させ… …封 建 的 なゥクラ一ドが奴隸制的社会構成体の  

なかから成長し .て い ぐ と い う 結 果 を も た ら し た (387 

K ) 。だがこのことを丨5 視 的 に 拡 大 し て み る な ら ば ， よ ， 

り進んだ社会構成体としての -封 建 社 会 の 萠 芽 は ,ロ 一  

マ帝国の版図からするならばいわば辺境の地ともぃう  

べき ガ リ ア 地 方 に お い て も っとも力強くあらわれたと 

いわれる。 スパルタ .クスの反亂は， この歴史的事実と 

どのようなかかわり合いをもつのであろうか。 スパル 

ダクス0 蜂起は，妝 れ た と は ぃ え ，悠久な人類の歴史  

におい :て，古 代 社 会 を 大きく封建社会の方向に推転せ  

しめた決定的契機となったことはもはや疑ぃえない。 

そし七そのための条件も， .ローマ周辺丨こ.おぃて一応も 

っとも早く整えられたにちがいない。そ れ な の に .よ  

り高次の社会構成体の発生は； いわばローマからは僻  

遠の地ともいうべき力 * リナ地方に各られたのは疴故か。 

そしそこのような歴宋的事実にたいして， スパルタク 

スの反乱はどのような位置づけを与えられるのであろ  

' ぅか。 .

以上，この意欲的な力作にたぃして蚤ことに蕪雑な 

紹介および批評を試みナこのであるが，’ 著者の意、図を正 

し< 汲むことができず，思わぬ誤解をおかしているこ 

とがあるかもしれなV、。著着の御寛容をまつのみであ 

る。同世代に背ち，苦しみ，傷つきそし11 闘ってきた 

箸菊にたぃU 心からなる共感を禁Uえないものがあ 

る。穷蚴運動史や社会思想史を専攻する諸君はもとよ 

り，社会経済史に関心女もら多くの塾生諸君に本書を 

推樊Lたぃ* (法政火学出版局. 1969^刊, A 5, 414+63其， 

l.SOOH)； .
“~ —1970* 3, 22•深]If—~ *

飯 田 蝌

游 仲 欺 ！著

『華 僑 経 済 の 研 究 』

來南アジア諸国の経済構造分析に華僑の焚割を欠く， 

ことが出来ないと同様に；中国経済の, 特に旧中W 資本 

主義の発展とその半植K 地的規定の下におけ’るモデイ 

フイケー'ンョン，ひいてはその社会主義経済への移行. 

について，華僑の分析を欠くことの出来ない意味を人 

々はあまり知らない。又, 帝国主義段陪に;おける労働力• 

移動の問題として華僑問題は不丨ij•欠のウ尤イトを持っ. 

ている。本書は，"带僑経済” をその实態分析に副いなが- 

らたえず経済学の叛礎概念に立ちか えって検討し，従 

来の法制的, 民族的，社会学的分類と解説を超えて. fT 
国主義論をふまえた構造分折の中に、華橋問題"を位 

置づけることを試みた，一^̂ のフレームワークである。

箸者は，先ず華僑の概念規定を行って従来のあいま 

いな問題設定，接近方法を批判し，「帝 I I往義段階，特 

. に第二次世界^:戦後における世界的な植民地体制の崩 

壊過程において華備をめぐる諸矛盾が華搞估留®,と 

とに來商アジア諸国め民族問題のマつとしてそび)最も 

重要な構成部分の一'^つとなったという现粜とそが最も 

本質的な侧面と •して重揮されねばならな、、点であるj  

と考える（1 頌 ) 》それは「華僑の発生そのものが実は 

アへン戦爭以後，ことに帝固主義段階泛いたって生じ 

たのであり，その相当の部分が中I H W 族として海外に 

移住し；] ( I 3 貢)，かれらの多くが移住した束南アジア 

諸国で，帝国主義による分割統治の原則のもと中国民 

族としてとどまり,土着民族と混融しないことを強制 

きれj ,いわゆる華儒どい七特殊な存在を形成するに 

至ゥたどみられるからである。 _ .

’ 書物は, 第1章序説的諸問題，第2章苹碥経g  

の型と鹿業構造，第3草華僑経済の商品経済的特質,. 

第4章 '靡橋経済における資本东義の発達, 第5韋 

華僑資本の描定，第6章華僑企業の特故第7章 

華僑社会経済組織，第8章苹僑社会の階級楷琪，第 

9窣.華僑社会の経済的支配，紿10草居留国政府の 

対華僑経済政策，から成っており，それぞれの章で赉 

実の掌握，視点別の類M 化，理論化が行われて興味深 

いが，ととではいくつかの問題点に梁約して考えてみ， 

たいと思う。
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I 華僑発生のメカニズム把握の論理

なぜ中国民族がこのように多置に海外に移佳し，華 

儒という特有の存在を形成したか。この菡本的な問題 

f c対して，「地理的，取史的，社会的， 経済的,政治 

的などの諸要因のいわば超麼史的•並列的理解から説 

明するJ のでなく，帝围主義段階の資本の法則の贯徹 

. の結果としての労働力移動と規定したところに；本書 

の真面B がある。

十九世紀の中国緙済の西生'産構造が，ァへン戦爭以 

後外国資本の侵入によって破壊され，一*方では半植民 

地経済としての資本主義の浸透がすすみ，他方では農 

村の農民-手工業者のその資本主義的発展が阻止され 

た。それは「農W外の所得水準および雇用機会の上界」 

としても「释村め所得水準および雇用機会の低下と 

しても作用ム，j 「農民の農村から都市への移動のモメ 

ソトとならた（邪見)。しかし半植民地における資本主 

義授透の常として，自立的資本主義経済の展開のもた 

らす国内市場の形成，特に労働市場の形成は微弱であ 

り，そのため ”雇用機会の上界pull factor” 要因は，

“雇用機会の低下push factor”要因による農村がらの 

勞働力移]Tj/Jを消化しえない。ここに諧者は中国経済向 

体における「海外移住の必然性もしくは可能性」 （36 

眞) を見出す。（但し「中固における宙ぐからの商品經済の

■発達と農K層分解.•帝固主義侵入-----相対的過剰人丨コ形成の

::激化と)j油ァジア諸国のそれとの比較」（7頁》fcは問題が残 

る。これは後の展份丨の華阍資本の発展と，「労働力の創出」と 

め開連に更にひきつがれる。）

そしてこの「必然性もしくは可能性」は，中国経済の 

ク|•部における労働力需要のi约大によって「海タト移住の 

.坪実性丄に転イ匕する6「现突にこのpull f a c t o rの一嚼 

vとして作用したのが，最初は新大陸の,そこへの移住 

沏限後は}T南ァジナ諸地域の労働力需驳であった」 

(37頁）6 アメリ力，才ース | :ラリア，ニ ュ ー ジーラソド 

•などの労働力需要と中国人労働力との_ 係，換言すれ 

■ば先進諸阔の過剩資木輸出と労働力移敷の問題として 

.の，華綿として宠着すべき「中国圾族の悔外移住」の 

•掌握は，一方の，中®経済の帝間主義侵攻による脱農 

设化 ‘ 過刺人丨:丨の形成• 祐外流出の方昀把握と相份っ 

て，「華綿」の発生をすぐれて経済学的次元にひき上げ 

た。そ れ は 「華僑の研究j を緙济学的次元で可能にす 

る逍を拓いたことを意味し，藉者自身の城開を尖瑰す 

るにとどまらない。突証の不见はともかく，この祝角 

は本窗の驻木的愈-栽を拟うものといえよう。

D 「華僑経済」 とその居窗国経済に

あ》け る 意 義 の 検 討  ケ一ス•スタディ

してタイを対象とした------

著者は，「社会主義経済に移行した詔阗での華條経 

済」.(華僑経押という概念には疑問が残.るが〉- 北べトナ

ム，北朝鮮，キ土ーバ------ は，，「資木主義的ウクラ 一 K

の消滅とともに，しセいに社会主義的なそれに編成替 

えされるj  (50货）として，対象をもっぱら，现在圧倒 

的大多数の「資 本 主 義 型 の 華 と す る 。そして，「座 

業別就業人口構成からする產粱構迨の相違」に汗招し， 

資本主義国， ことに後進的な東南アジア諸国における 

華-儒綷济を五づの乪に区分する。「1 生產型， 2 流通型, 

3 中間= 混合,型， 4 サービス塑， 5 分故型」（50H)(生 

産型の指標•は 「商品= 価値生産部丨ル夂そして， それは， 

本書の中心課題の一つ，華僑がなぜ倍留国の生産部門 

にではなく，流逋部門の扪い-丁:として定费，その如自 

な存在を歴史的に示すようになったが^:いう設問の前 

提をなすが，当該論点の課題は毛こにはない。’華僑経 

済は著渚にとづて次の j：うに位瞠づけられる。 r外国 

資本主義の侵人以後，ことに帝国主義段階に至づて， 

現在の座業構造が形成された（もしくは现在のように編 

成辨えされた）東南アジア諮国では，この時期に大跫の 

中国人が流入し，かつかれらがどの部門にも比較的丨*-丨 

山に進出しえたため，居留国経済岿体の産業構造が形 

成されるなかで華齒経済のキ•れも形成された」（56H)。

-「東南アジア諸国経済内部に資木屯義的生産諸関係が 

沒透するにともない，華僑経済でも资木主義め比較的 

急速な発逹がみられたが，それは外国資本主義と競合 

しない，もしく.は外国資本主義に従属した.特殊な分 

野で行われた」 (93-4；f t )。命固主義支配の卞での|JT家资 

本111義の発违につれて「茭配渚狼団としての外闽資木, 

土着段族支配爝. および買弁的な華僑大资木の下で， 

大多数をしめる華僑中小資本は発述を妨げられたこと 

が注意されなければならないj (94和 。 , '

それぞれの肘留国の中に入りこんだ中丨甸民族は，そ 

の闽のP 丨民経济を过ぬく资本の法則の货撤の下に，k 
I - Iの，ではなく一般的な，' 帝国主義支配.毕植段地的 

規制の中でひどくゆがめられナこ資本主義発违めメカニ 

ズムにくみこまれる。 この当然のしかし従来决して十 

分には祺掘されなかづた論迎を祀而からみとめ，その 

中で準備降济としてもづ課題を明らんにしようとした 

のが，，木捣の第二の意翁であろう'と姐われる。

その分析祝/<|を前提としてどめように華僑はその历
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評

畲国経済の齒業構造に入りこみ，海外移民•労働者と 

してだけでなく，「火資本」の蓄積を可能にしたのか6 

乂華僑はそ.のょうなものとして規定されてi いのか，

という，華僑研究の突;体接近の設問が行われる，

ffl r華僑 J のニつ 0 側 面 い

著者は，すでに木稿論ぬで述べたように華旖形成の 

源を，1 9 1!丨:紀锋半帝国主義变配の中固経済における疲 

都農村からの労偉力流出と労働市場の半、植厌地的狭隘 

性 ：相対的過剰人ロに浓める一方，R 問質易，海運業 

を独丨1iする“海上商業資本”の在在と，質易商人の海外 

での芘舒，を原因とする華僑の系譜を指摘する。 「17此 

紀末までにはタイに全体で約 ' 1 万人の華僑（p市人• 乎 

工業杏）が在存した。」「海上商菜資本が都市商業資本 

をも滟ねたj 。そして「華橋饰人は請負を通じて徴税老 

としてP 役割を果たしj, f この過® で華僑商業资木が . 
多額の常を菩被するとIHJ時に，その対建貴族および農 

Wへの货付を通じて，華僑高利货資本の形成がなされ 

すこ。とくに十九世紀末の封建的賦役制度に代わる金納 

的徴税制度の確立がそれを早め，•華_ 商業資本が多く 

高利貸資本を兼ねたj (98K )。更にこの徴税0 ほかに，

「タィ土着圾族の封建的支配者と結んで輸出入，アへ.ン， 

酒などの徴税など多方面に及ぶ独占的請負制度によ 

って多額の齊積を行った。アヘン, . 酒，富くじ，賭撺 

4 項 0 へめ独占的徴税請负額だけで，19世紀後半の大 

部分を通じてタイの政府歳入の40 〜50%を占めたとい 

うj(106JD。これらは「タイ経済そのものの資本主義的 

発述を背最に1910年代までには迪本的に廃止されるに 

至り，この分野で蓄積された多額の華僑商業資本が思 

留闼経済の植民地経済化によって開かれた新たな投資 

分蹄，外国贸易，金融 . 運送，結米，製材，スズ採掘，

コA . . フ。ラメ..テ.，.シa 'イなどに向..うに至ったj (107頁) „ 
. チこには，明らかに，華僑形成の系譜の全く與なる 

一つの.掏れがあると .をわれわれは気づかずにはいら.. 

れない。それは'どこで結びつくか。箸者によれば，「タ 

イ華僑資本主義の『起点, | をなす資本の*■原菩j ，の役 

制を梁たしたのは独占的請负制度であり，この益礎の‘

うえに猶々の形態における费積を通じて，いっそう急 

速に華備経济の資本主義的発達がなされたj (108?() „ 
しかし，•「窀儲資本の『股器』によって被収奪苦とし 

て9 土着尻族堞民からの富，组鹿带段の収_  (「土地は 

余9対象となっていないとされている….•.■引州杏)， 華僑資 

本の乎丨丨丨への富のいっそうの染中が行われても，それ 

が被収靡省としての土着兄族農K め没落，そ©プロレ

タリア化を不断にもたらすまでには至らず，以上のニ 

道の過程が累積的に進行しなかった（この意味でも華f痛 

資本の原蒂と咳ぶことは論现矛超である)。 こうして，多 

額の富を蓓稹した華僑資本と結咅さるべき貨労働力の 

■削.出か屈留国© 国外f c求められなければならない。い、. 
うまでもなぐ本国‘中国において農民の階層分化を 

通じて不断に創出された貨労働力の一部が，移尻とし: 

てこの役割を：̂ したのであるj (109^ ). 「19恨-紀後半

以降，今世紀20 イド代までの， 中国人の海外への大規 

模な移往.(=本ISIからの中闺人労働杏の呼び寄せ）こそ，ま'''. 
きにその役削を担うものであった。その相当部分力纟思？ 

留闺の植民地的開免に投下された外国資本によっ て屉f 

用きれたことは西宏できないとしても」。「土着民族経 

済とは興なる，それとは別個の，いわば屮国木国およ 

び華嬌社会を含む單一の，それ自体自埂的な労賃の結 

合構造のなかで，思稹的に行われ，土着禺族経済のな 

かにこの関係を持ち込むまでには至らなかったとみら 

れる」（101取 と ; • ここに藉者の， ••第僑緙済」とい 

う認識の, 独自のジヤソルを構成しうるとする根拠が: 

よくあらわれている。

この設定は, 著者の論理の广切:性の中で考えてみる 

べきものがあること女示している。 '

著者は, 「華僑資本の座業投資』が 「一時的転態であ 

っで，商業資本形態に西$云態する傾向が強いj (108® : 

ほか) ことを論理的にも又実証的にも強調するとすれ； 

ば，「華僑資本の r原藉j において， 琳なる中国人労： 

働者の移住ではなく，その大量の移住が前提とされる」 

という, その国外P 求められた「華僑資本と結合さる 

べき賛労働力ンは驻本的にその座業部門で機能しえな. 

いことにならないか，換言すれば，華橋資本の落樹の 

投資対象が本籴的には非座業部門であることの論証と 

遠和しないか。とれは，資木の木源的蓄積，労働治附 

級の創出が国内相場の形成をともない，産業資本の成 

立を樊現した颂にいえば生途部門に"投資諸因”が也じ 

えた） 先進資本主義国の, -しか.も国R 経济の西生座規 

模での課題が1■華儲経济： r華僑における資本主義の 

発達」という形で取り上げられた結來也t た落差のよ 

うに思われる，論点 I の贵缉な祝付, 論点n の妥当な把 

握と掘開から,論点fflの華餾系譜や統一的掌握のつな， 

がりはむしろ飨9 章華撟社会の経済的支配の分析，厂華 

僑社会の外部にあって屈留国社会そのものと同時に，

その構成贺素の一部でもある華僑社会をも支配する興 

尻族の支配爝j と，rこれに従厲しつつも華旖社会内 

部にあづ.て出民族を支配する華僑支配肩j , 史に , r 彼
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支配側に立つ.土着民族の，その後住少数民族とじての 

華僑に対す今支配j (332*333頁）という関係の中で経 

济学的に実らせるべきであった（本源的菩掼という_ に 

.ごだわった著者ti体の最終的発想法は* さにそれであろうが) 
というのは読者の性急な理解であろうか。華僑が所詮 

は，外来民族として同化以外に当該居留国の資本主義 

の担い手たりえないといえば，華僑問題は昇華しでし 

まうのであ,るから，ここに著者の「華僑経済め研究」 

としての位置づけをネガティブに強調されたので'ある. 
か.も、しれないが。.，

後進地域の経済学的分析の困難性釦ごえて，華僑企 

業，華僑の社会経済組織，華僑社会の階級構成，対華 

橋経済政策の意味までふ.くみ， 「華橋経済の研究丄と 

してまとだ)られたことは本© をアジア経済,社会の分 

析にのみならず，現代中国経済自体の研究にとっセも 

不可欠の労作としている。

(アジア経済研究所• A 5 * 401頁• 1200円) /

平 野 '.掏 ：予

淹 好 英 著  ■

『日 本 の 経 済 指 数 』

—— 理論と夾際—— .

正統な指数理論の講座が大学の力リキa•ラムから消 

'えてしまってから久しい。経済理論にとっても,その 

炎証と応用にとっても，指数理論は決定的に童要で、あ 

る。正しく宠義された指数を正確に測定して用いると 

とは，経済分析の大前提である。

およそ，経済学では,具体的な正体が何であるかを 

はっきりさせないで，なん与なくわか^ているような 

つもりになって変数概念を川いてUまう場面が多い。

. 疋確な指数あるいは変数の概念とは, IEしく定義され 

た措数をできるだけ矩義に忠突に，精度の高いデ一タ 

一を用いて測ったもののことである• 近頃では,
の経済学渚でも，実質生處額を導:出するのに，生産物 

価指数の代りに消赀物価招数を用いて.デフレー丨、をす 

るといったたぐいのすり替えを，夾に軽 :々しくやづて 

のける嵐潮がある，ベ:の稿は書評として軎いでいるの 

でこれ以土立ち入った解説は控えなければならないが, 
たとえば消費物価指数ひとつをとっても，それを用

いる理論モデルと，そのモデルが想定しているデ一ダ 

—に対応した固有の消费物価指数が存在する。この，

経済理論のイロハが忘れられていることは実に逋だし 

いといわざるを得ない。

実際, 純粋迪論の側では，指数理論がおろそかにさ 

れているどころ。d t なく，指数理論の背景となってい 

.る「集計理論」 (aggregation theory)は..近年大き.な前進 . 
を遂げていて，指数統計作成の実钕の上にそろそろそ 

の成果を反映させて行くべき時期に入っている_。この 

ような時期に,.夫学の講座の中で指数論め影が薄くな 

り，学界，言界，業界を通じて，指数作成の実務に上 

記のような問題が出てきているめが現状セあるン 

経済指数を突際に作成したり，あるいは既成の指数 

の性質や長所‘短所を充分わきまえた上で利用して行 

: < ための適切な指導® となると，今は殆んど無V、とい 

づてよV、。 (物価指数につI、ての入門得として，森山優三編， 

r物価j 春秋社刊などがあるが，学生のテキスト• ブックと 

してぼ，4 う少し詳しい指淖勤が欲しい。）その点，森田傻 

苎教授が昭和1 0 年に刊行された^物価指数の理論と 

実際』（東洋好:済出版社刊)は，. 今でもこQ種め指導書の 

王座を他にゆずっていない。今Qこれを利用するもの 

杧とって必要な補捉は, この名著が刊行されセ以来35 
年の間に統計作成の乎続きと指数理論の.上に起った， 

大きな変化と進歩について別途に学ぶことであるM, 
それでもなお，この書は蕺本的な指導齊としズ参照を 

要するだけの高い価似i を失っていない？

前置きが長くなったが，森丨H葰三教授の不朽の名著 

に匹敵する指数现論の指f 書を，今さがし出すことは 

大 変 難 か 、。とりわけ，経済指数の作成技術の問題 

にまで立ち入るとなると，ここに紹介する, 滝好英著，

ず日本の経済指数- —理論 :̂莢際』に較べられるもの 

は他には見当らない。この書物が刊行されて既に一年 

が経過して，こと改めて書評や紹介の記事を書くこと 

に多少時期遅れの抵抗感を感じないでもないが，上 に , 
述べたような理由から，指数现論と癌済指数作成の格 

好のテキスト• ブックとして紹介したい。

. 2. '

この軎物は，三つのH的のために書かれている。、第 

一に，経済指数を, . 多くの解説書のよう物価指黎だf 
けに限るめでな.く，伽格指数と数量指数の両奢を対芯 

させながら体系的に解説することである。第二に'は， 

既に作られている多数の経济指数を体系的に整理して 

網羅的に解説することである/普通の分析目的に使わ

— — 64 (416)
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れるたぐいの指敫系列なら殆んどここに網羅されてい 

ると-云ってよい。第三の目的は，これまであまり論じ 

られたととめない，绾3 次産業活動指数の理論を展開 

することである。

第 1章の序論から第2 章の算定方式論に:かけては， 

指数の概念と指数算•宛のために一般に用いられている 

方式を講じている。ここの記述は，おなじみのラスC  
イレス式，パーシエ式，：エツ.ジウオース式からフイツ

シャr 式に至る形式的な算式の理論から，経济理論_  
式の中に物価指数論を位® づけた，いわゆる「関数論 

的指数論ンまでをカバーしている。この部分は，指数 

算式の慣行となっているものを解説している部分が多 

いから, とりたてて評を加先るべきことはない.。ただ， 

私はことで，以下の点につV、て恭干の注怠を喚起して 

おきたい。

わが国で，「関数論的指数論」あるいは「物価指数 

0 経済埋論J の名を冠して讅論されて来たところめも 

のは, . たとえば，森田優三著 •■統計概論」，鈴木諒ー 

著 「物価と生產J，山田觅著「許量経済学のs 本問題J 
等の, 今では古典とも呼ぶべき著作におv、て戚關さb  
て来た。今日，指数に関する経济迹論の分野で，効用 

函数の特定イ匕淀式化〉に対応十る消費物価指数め算 

式を宠詨する問題や，生産函数の形に対応する生産物 

価格指数の箅式を宠義する問題として扱っている問 

題が,,.わが国でもこれらの先駆者によって研究されて 

いたということである。これは, 生產物にせよ消费M 
にせよ，その価格指数の,算式は，背後に，どめような 

生處者均衡理論を仮宛するか，どめような消費奢均衡 

理論を仮婼するかに— 義的に対応して価格搐数と数贵 

指数が定義されるという 経済分析め前提を述べてい 

るにずぎないのだが, こ.れほ'.ど大切な事柄がわが国の 

指数理論で殆んど顧みられないのはそれだけこP 問題 

の認識が遅れていることを示してし、るt 云わなければ 

ならない。この書物でも，この学界の一般的風潮を反 

映して，今では世典として极われるべき関数論的指数 

論の解説で止っているが，読者は，上記の点を汗•意し 

て, 自ら，最近の指数迎論のブロンテイアに目を向け 

るべきであろう。

3 ‘

第 3 ifiの価値丰聊1丨淀論，第4 章の粜質水準測萣論 

がこの银物の离面丨-1である。绐 3 窣では日本銀行卸売 

物妯指数，輪出入物価指数, 大蔵猶齊总価格埤数,総理 

府統fl•局の小売物価指数，サービス料金揩数，消費考

評 .

物価指敎，農村物価指数，農業パリティ一抬数，株脑 

指数，賃金指数，国民所得デブレーター, . 国富統言丨物 

価倍傘等め価格指数と，物価指数の現行系列に七ぃて， 

その沿革から作成方法の現状までを詳しく解説してい 

る* また，.第4 韋は，生産指数一般，鉱エ業生産指数,. 
農業生産指数，労働生産性指数，各種在事揞敎，貿易- 
骛量指数，消費指数につぃて同様の解説をしてぃる。

そこでは，I、わゆる官庁推訐系列や日銀推計系列がら 

学者，墀門寥による著名な推針，さらに民間推針 

まで含$ て総括的なサーベイがしてある。これらの推 

計系列が， #  くの場合赀後にどのような理論モデルを 

仮定してい名のかはっきりしないという点は，上にく 

り返し述ぺた通りで，この点こそ，当而の日本の指数 

問題の堪門家に課せられた課題なのだが，今それはさ 

ておくとして，著恶の統計行政官としての該博な知識： 

に塞くこの部分の記述は，統計を利用する者が一度は 

参照すべきものである。

. 指数統計などというものは简坩に作れると思いこん. 
だり，「少なぐとも理論的には简単に作れる答だ。j な 

どと考えるのは大金な_ 遠ぃである。一つの統計が出. 
来上るまで啐は，ありとあらゆる•■データーの藪j を 

くぐりぬけなければならない。たとえばマク只の洎赀 

数量搶数ひとつ作るに■も1 生產量，輸出入数置，パ在跟 

増減9 他に肥飼料用中_ 投入，種子用中間投入，エ篥 

用中_ 投入，p 価償却を見積る必迆があるし，その上 

これらの中間投入め歩留率を見積る必要があ名。この 

例ひどつをとらても,こうした部分品のひとつひとつ 

を疋確に推計するのは容易なことではない。また，さ 

らに, データ- 作成の現場作燊に近いところになると， 

牛乳生產量データ一はkg (キログラム）坪.位で収集し 

てい条の枳，，酒, 紙しょう汕，汕のたぐぃはZ: (U 

ッ，トル）の単位でデーター収集されているので，場合 

によっては比逭を掛けて単位の統一をはかる必迆が生 

じたりする。こうした換算，調 #，見樹り推計が正し 

く積みmねられて，一般の人ルが利用する統計が出来 

上るのだということを，;b かりやすく教えるには，こ 

の書物は非常によぐできている。この猶の細かい作業 

プロセスを知らずに,官庁統計批判をすることは無意 

味であることを, 評者も訴えたぃと思う。

最後に，第5 帘で笫3 次座業活動指数論が展開され 

ている• 改めていうまでもなぐ経済発展の過程では, 
第3 次産業のゥュイトゆ高まるのが普遍的な傾向であ 

る。わが闺では国斑純生库に占める第3 次産業の比道 

はすでに6 0 パ—セント前後に達している*第3 次產

—— 65 (417)


